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新型コロナウィルス感染拡大により4月から継続されていた緊急事態宣言が9月30日をもって約5か月ぶりに全面解除されることとなりました。制限されていた活動を解除する技術実証実験が開始されるようです。政府の見解では、ワクチン接種率は11月上旬には希望者全員に接種完了するとのことです。
当支部についても自粛していた活動が少しずつではありますが再開されることとなり、Withコロナの新たな支部活動が期待されます。皆様方におかれましてもワクチン接種と共にマスクの着用、手指の消毒等従来の感染対策を継続されお身体に気を付けご活躍くださるようご祈念申し上げます。

（事務局広報部）
ニュースの主な内容
■研修部だより

9月18日（土）第125回研修会（リモート形式）開催　　　　　　　　　　
例年9月開催の埼玉支部研修会を前回と同様のリモート形式（Teams使用）で9月18日
の（土）14：00～16；30にわたり開催いたしました。（出席者22名）
今回の研修会は第1部が今岡武夫講師による「建設業法について」であり、第2部は田中正司講師による「建設業のリスクアセスメント概要と安全パトロール」の予定でしたが、第2部は田中講師の自宅パソコンのマイク不調により、急遽、その代役として石田支部長による「溶接ヒュームが特定化学物質になりました」のテーマで研修を実施することができました。
これは、支部長より今回の研修で時間が余った場合にと支部長が作成した資料「溶接ヒュームが特化物」を事前に参加者に配布していたため可能となりました。
今回は田中講師の研修テーマは実現できませんでしたが、次回の研修会で実施していただ
くことになりました。
例年であれば、次回は12月に外部講師を招いて研修テーマを実施することになるのですが、9月期と同様にリモート形式とするのかは講師及び、幹事会メンバに判断していただくつもりです。
11月期には例年であれば、見学研修会を開催するところですが、これもコロナの影響を見極めてからの判断になるかと思います。
（森玄正研修部長）
■事務局だより

（１）令和3年度第1回臨時幹事会（Web）が令和3年9月11日（土）にリモート会議方式で開催されました。
①事業部会報告事項
・研修部より、見学研修会（11月予定）、外部講師による研修会（12月：リモート形式で予定）。但し、新型コロナ感染状況により変更する可能性があります。
　　・業務部より、今年度相談件数：8件（9月10日現在）。事業主からの支部への問合せ方法は支部ホームページのお問合せフォームが活用されています。5月より中止されていた事務所当番については、9月末頃の緊急事態宣言が解除され次第での判断となります。埼玉県との受動喫煙防止関連契約の対象業務に「現地調査（屋外）」と「実験・検証等」が追加されました。
②事務局報告事項
・埼玉大学出張試験、埼玉産業安全衛生大会は中止となりました。本部安全研修会（10月16日）、衛生研修会（10月17日）オンラン開催。全国労働衛生週間説明会については、さいたま労働基準監督署は中止、大宮、浦和地区基準協会はリモートでの説明会を開催しました。また、行田、秩父労働基準協会以外は、説明会は中止となります。
・総務部より、支部会員2名入会。鈴木康司氏が東京支部へ変更。三瓶達生氏（安全・衛生　土木、衛生工学）の資格変更がありました。
・広報部より、SSHCONニュース75号を7月14日に発行しました。支部ホームページを9月7日更新、研修会案内を掲載しました。ホームページアクセス数の紹介。
・会計部より、本部監査（11月25日予定）。支部会計の現況報告がありました。
　　次回幹事会予定

　　　　　　2021年12月11日（土）14:00～　　
（２）埼玉労働局長他よりの支部長周知・要請の依頼等
　　・支部事務所の机上の「供覧ファイル」に綴ってあります。
■皆様方からの寄稿・情報など
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「コロナは空気感染が主たる経路」研究者らが対策提言　（石田亨支部長　情報提供）
8/27(金) 20:24配信
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研究者らによる声明文
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　新型コロナウイルスの感染対策について、感染症や科学技術社会論などの研究者らが、「空気感染が主な感染経路」という前提でさらなる対策を求める声明を出した。「いまだ様々な方法が残されており、それらによる感染拡大の阻止は可能である」と訴えている。 【写真】国立病院機構仙台医療センターの西村秀一・ウイルスセンター長「社会も医療も甘かった」 ■空気、飛沫、接触…コロナの感染経路は？声明は、東北大の本堂毅准教授と高エネルギー加速器研究機構の平田光司氏がまとめ、国立病院機構仙台医療センターの西村秀一・ウイルスセンター長ら感染症の専門家や医師ら32人が賛同者として名を連ねた。27日にオンラインで記者会見を開き、説明した。空気感染は、ウイルスを含む微細な粒子「エアロゾル」を吸い込むことで感染することを指す。エアロゾルの大きさは5マイクロメートル（0.005ミリ）以下とされ、長い時間、空気中をただよう。厚生労働省のウェブサイトでは、新型コロナの感染経路として、くしゃみなどで出る大きなしぶきを介した「飛沫（ひまつ）感染」や、ウイルスの付着した場所に触れた手で鼻や口を触ることによる「接触感染」が一般的と説明されている。一方、世界保健機関（WHO）や米疾病対策センター（CDC）はそれぞれ、ウイルスを含んだエアロゾルの吸入についても、感染経路だと明記している。 ■距離離れてもリスク　「エアロゾル」減らす対策を声明は、空気感染が新型コロナの「主たる感染経路と考えられるようになっている」と指摘。考えられている以上に距離が離れていても感染リスクはあり、逆に空気中のエアロゾルの量を減らすような対策で感染抑制ができるとした。そのうえで、国や自治体に対して、ウレタン製や布製のよりも隙間のない不織布マスクなどの着用徹底の周知▽換気装置や空気清浄機などを正しく活用するための情報の周知▽感染対策の効果を中立な組織によって検証することを求めた。声明は、内閣官房、厚労省や文部科学省に送付したという。医師で民法・医事法が専門の米村滋人・東大教授も賛同者の一人。米村さんは政府の対策は「マクロ対策の一つである緊急事態宣言に大幅に依存している」と指摘。個人の感染を直接防ぐための対策の徹底や、外国の事例の検討などが求められると述べた。賛同者の西村氏は「人流と（感染拡大という）結果の間にはいくつもの
プロセスがある。その一つ一つを
つぶしていくことがとても大事。
そのためには、『入り口』のとこ
ろの空気感染への対策をきちんと
やらなければいけない」と述べた。
（野口憲太）
・8月17日[image: image7.jpg]


薬品残留か？工場のタンク内で男性作業員２人が意識不明の状態で見つかる　鳥取県境港市（朝日新聞）

１７日、鳥取県境港市の工場内のタンクの中で、従業員２人が意識不明の状態で発見され病院に搬送されました。 １７日午前９時前、境港市にある甲陽ケミカル境港工場で、設備の点検をしていた２２歳と４２歳の男性作業員が、工場内のタンクの中で意識不明の状態で発見され、病院に搬送されました。 甲陽ケミカルは、医療用や食用のキトサンやグルコサミンなどを製造しています。 警察によりますと、２人が見つかったタンクは現在使われておらず、今後稼働させるために点検を行っていたということです。 警察は、何らかの薬品がタンク内に残留していた可能性もあるとみて、調べを進めています。
(関連情報)
酸素欠乏症とは、酸素濃度が１８％未満の空気を吸うことによって起こる症状のことで、酸素濃度に応じて次のような症状・障害が現れます。
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　　　　　（石田亨支部長　情報提供）
・女性活躍の推進、高年齢労働者や障害のある労働者の働きやすい環境整備への関心の高
まり等の社会状況の変化を踏まえ、事務所衛生基準規則の改定案が示されました。
事務所衛生基準規則及び労働安全衛生規則の一部を改正する省令案概要(mhlw.go.jp)
（椎名孝夫総務部長　情報提供）
■最近の報道より
・トヨタ自殺社員労災認める　過密業務とパワハラでうつ病発症　
名古屋高裁　　9/16(木) 13:58配信
　トヨタ自動車に勤務していた男性社員（当時40歳）が自殺したのは過密な業務と上司のパワーハラスメントによりうつ病を発症したのが原因だとして、男性の妻（50）が労災を認めなかった豊田労働基準監督署の処分取り消しを国に求めた控訴審で、名古屋高裁（古久保正人裁判長）は16日、原告の請求を棄却した1審・名古屋地裁判決を取り消し、労災を認める判決を言い渡した。【道永竜命】
(名古屋高裁が入る名古屋高地裁合同庁舎＝名古屋市中区で2019年9月30日、川瀬慎一朗撮影) 　　　　　　　　　　　　
（石田亨支部長　情報提供）
・8月1日　労災基準20年ぶり改定　（讀賣新聞）
過重労働で悩む心臓の病気
になった人の労災認定基準に
ついて、厚生労働省の専門検
討会が見直しを求める報告書
をまとめた。発症前1か月の
残業が100時間に上った場合
など適用している現行の「過
労死ライン」は妥当とした上
で、労働時間以外の付加も考
慮することが適切と指摘した。
次号は令和4年1月中旬頃発行予定です。皆様よりの情報提供を期待しています。
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エアロゾル





<参考>





14％～9％


めまい、吐き気、筋力低下


体重指示不能で墜落





21％～18％


安全限界だが連続換気が必要





16％～12％


呼吸・脈拍の増加


頭痛、悪心、吐き気





6％以下


瞬時に昏睡、呼吸停止、けいれん


６分で死亡





10％～6％


失神昏睡


（7～８分以内に死亡）





・今回のSSHCONニュースに対するご感想・意見等をお寄せ下さい。


・みなさんがお持ちの情報、写真等で会員のみなさんに提供したいものがありましたら、連絡下さいますようお願い致します。
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